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　　観測部月報
Monthly　Report，　Observing　Section，　O．A．　A．

　　　　　　　　i，A（・

東亜天文協會
☆流星課報告METEORS（121－122）言納小横孝二郎（K・K・m・ki，　Presid・nt）

　i封晶出戦始ってこしに一月，皇軍の戦果の大なること，實に古今無比であ

る．全世界は：文字通り大毒爾しの下に立つに至ったが，この時に於ても素語観測

の理面諭は決してゆるがせにすべきでない．流星観測者の如きも，交語國にあ

っては，多藪を職場に逸らるべきであることは云ふまでもない．從って銃後に

ある吾人も，二二成績の低下せざる様，一層の努力と奮闘を致すべきである．

　　　　　　　　×　　　　　　　　×　　　　　　　　×　　　　　　　　×

　一月に活動する主な流星群は下記の通りである．Jan．＆Feb．　Meteors：

活　動　期

　Perjod

1日　　　　5F！

中　　　　旬

17日一25日
下　　　　旬

輻　　射　　黒占

饗酬墾（・）
230e

220

143

213

十52。

十13

十38

十52

附近の星

龍　　ご　Dra

牧夫　ζ　Boo

山猫　38　Lyn

牧夫北部　Boo

光

速，

甚

顯著、

丁

丁

　　迅

　以上の中，最初の龍座流星群（叉は四分儀流星群）は，今度は月の邪魔で観

測には都合が悪い．しかし極大の3～4日にに大光度のものもある筈であるから

見のがしてはならない．本年（昭和16年），この群の活動期に，猟犬座β附近に

輻射鮎を有つ流星群が，川人，古屋，江川，小判等の諸氏によって認められ

た．叉，江川氏は元日の早暁大熊座η星附近に輻射購を有する1流星群を見られ

た．共に注意を促し度い．猫，年末から一月上旬に，双子座λ附近を輻射黒占と

する流星群が，東京天文壷の古畑氏によって指摘されてるる．（天文月報34巻7

號125頁）これも注意の要があらう．

　二月は一年中で最も流星の少い月である．月初の牧夫座流星群（輻射黙α＝

213。，δ＝＋520）は一月末より綴翻せるものである．

　　　　　　×　・×　×　　　　　　　×　　　　　　　×

　十月のオリオン群はかねての計書に基いて観測された．結果は未だ出揃はな

V・が，吉井，古屋爾氏及小愼の結果は先づ例年並と云ったところ，1937，1938，
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　1939年と同程度か？（1936年は極めて豊富であっk）吉井・・1’椥）1翫同一

流星tZ・10個臨め得た・0・t・b・・O・i・nid・w・・e　w・11・b・e・ved・the

actiVity　b・ing・n・rm・1・nd・imil・・t・th・t　i・1937，1938，＆1939（19・　36

was　rich．）Ko＆Ys　made　10　simultaneous　observations・

　　　　　　　　×　　　　　　　　X　　　　　　　　×　　　　　　　　×

　昨年七月及八月の観測結果は近くプヒテンに獲表される筈である・　　The

observatiops　of　meteors　in　July　and　August　1941　will　be　soon　published

in　the‘‘Bulletin’．

☆遊錘面誤報皆　PLANETS　　　言脹伊蓬英メ椰（E・Dat傷P「esident）

　火星最接近を境として，天候は好曹し，十月は好晴に恵まれて報告歎は増加

した，が，十一月に入るとシ1イングが悪化するので，良シIEングは期待出

來ない．土星木星（天王星も）が火星に急いて登場して來たが，未だ火星の好

演技に阻まれて見向かれない形であるが，土星は環が最大限に開いて環の構造

を観察するに適してみるし，木星は，北赤道帯が非常に複難な強面を示してみ

るから，火星が漏れば，季節的の障害はあるが，土，木星に移っていた！l“き度

い．天王星も見出し易い位置にあるから未見の方は槻望され玉ぱ良いだらう．

　十月末迄の火星見取圖受領糖数は，保積氏……48枚，欝主訴……8枚，渡邊恒

夫氏（大阪市電氣科高跳，25糎カセグレン反射使用）……2枚，俘建課長（兵庫，26

糎反射使用）……5枚となってみる．

　他に，保積民から木星見敬圖を3枚，東京，高評弘一一RBffから土星見取圖1枚受

領し，襯測部長木遇氏より火，木，土星爲眞（32糎カセ・ニユ1トン堂廊にて撮

影のもの）歎枚受領す．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　火星は，其後南極冠は釜・々縮少の一路をたどって來たが，十月末には略ぼ

Minimumに達したらしく，縮少は一時停止の形を取ってみる．北極冠は，十

月始には明瞭に像の下端（天艦望遠鏡裡）に銀青色に光っており，正に火星世

界が冬の季節に入った事を見せてみる．南極冠の溶解に件って，南半球の模様

iぽ著しく濃度二線色度を彊くし，大シルチス附近は特に著しい．表面個kの攣

化については綜合報告に記載するが，バンド1ラ海嫉が，1939年に比し大分濃く

見え出し，ソリス湖が勾玉形（1926年度に酷似す）を示し，　ズラィフア1博士

に依って指示されたゴメル濁は，今田も犬きい形状を示してみる．

　一方，北三ド球の模様は冬枯れを如實に示して極めて淡く，北牛球特有の細い

運河も殆んど槻測されなV・状態にある．（以上1941－11－3）

　封衝を過ぎた火星は，日1日と遠ざかりつXあるが，　夏至を過ぎて秋景色を

迎へ様≧する南宇球は，表面模様の濃度も極大を越して，ボツボツ退色の時期
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に入りつNある。　南極冠も最小限度に迄縮少はしたが，　恐らくこの程度で，

Minirnumを過して，南極の冬を迎へるであらう．

　スケッチは十一月末に至り俄然激増し，新しく，而も仲々熱心にして且有望

の少紺観測家が，關東及毫北に生れた事は，下階として喜ばしい事で，今後の

御精進を切望するものである．十一月末の見取圖受領数は下記の逓りであ昂．

　　　　　　　保積善太耶氏　（東京市）　16糎反射………………83枚
　　　　　　　fr凱「罰　　r［「1委ji島　　（企晃『「一Tlf）　　15拶亘反身寸・・・・・・・・・・・・・・・…　14オr文

　　　　　　　肯木　　章氏　（プ〈ICH市）　15糎反射………………8赦

　　　　　　　　　恒夫氏　（　t／　）25糎反射（カセグレン式）2枚

　　　　　　　竹内　　閑所　（　〃　）　15纏反射………………　2枚

　　　　　　　察　章　献氏’（盛北市）10糎屈折…・…・………・8枚

　　　　　　　損　　武揚氏　（　t／　）　7．5反射及10糎屈折…11枚
　　　　　　　フ1亀、．蔽rl　ll隈　（滋賀縣）31糎反射…一…・・t・・…5枚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（他二火，土，木．星寡；眞多数）

　　　　　　　併蓮諜長（兵庫縣）26糎反射………………6枚

　以上合計13鍛で，今後釜々増加の豫定で，十二月末の協同槻測絡了と同時

に，他の有力な観測者からも相當の報告あるものと期待してみる．

　かく，有力な親富者の族出は，今回の一品を，病魔の爲に観測を阻まれた小

生として非常に力描く感ずる次第で，叉，齢力を木，土星にそW・でいたfき

度い事を切願するものである．　　　　　　　　　　　、　（16－11一一29）

☆黄畔塗誤zeDIACAL　LIGHTS・

　横濱の醍醐正氏より1941年十一月11日，12日及び14日の封日照の報告を受領

した．土星の近くであるが，非常に正確に観測されてるる．叉，戦線にある本

田實氏から去る十一月9日の西天に始めて黄道光を糊噛し，　引き績き同15．日と

2！日との西天黄道光観測の報告があった．叉，十一月20日，25日，26日の各曉

天に立派な黄道光を三井されたとの報告があった．

f臆，細氏は去＋一一A月2頒購澄の蒸室に於いて，プレヤデス團の中に27

ケの星を認めたとの報告があった．蓋し今までのレコ1ドである．（山本）

壷二二膿　CO鍛ETS　第ニシヴスマン・ワハマン彗星（1935111）は今1942

年二月に近日貼を通過するが，去る十一月14日，東京の廣瀬秀雄氏によっ

て‘‘ふたご座”に稜見された．光度14m．　EPち1941fである．（進）

☆熟陽課　SUN　その後，沓掛七二氏（長野縣）と古屋四郎氏（甲府市）と

よlp九月分の黒鮎報告を受領いたしました。新しく松隈孝鮪氏と加藤i裕成氏の

御参加を轡こ卜いたします．÷一月歩歩，天候はよくありません，砦様の一層の

御努力を切望いたします。
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太陽羅濯緻報告（1941年一1’月）．S・P一・p・t　R・1・ti・・N…0・・tb・・欝4L
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太陽黒縁粗砥数報告（1941年十一月）Sun・Spot　Relative　Nos．，　November　1941．
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上旬から中旬にかけて久しぶりに無黒鮎の日がつYいた．


